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誇りある組織確立グループ　総務情報委員会事業計画（案）Ｖｅｒ．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：鈴木　辰太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長：伊藤　健二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：渡部　明弘

【委員会主旨】
　２０１２年、山形青年会議所は公益社団法人として、これまで以上に市民の皆様によりわかりやすく、より公益性の高い事業活動ができる組織が求められます。そのために、私たちメンバーが公益性を理解し、個々が一体となってＪＣ運動のできる仕組みを構築し、将来を見据えた組織の確立をめざした行動をしていきます。

　まずは、公益性を有する組織としての意思決定を行う「総会」、ＬＯＭの事業を議論する「理事会」、及びメンバー同士がさまざまな情報を共有できる「例会」をより有意義で活発なものに進化させるには「公益性」や「ＪＣ活動」ついてのメンバーの共通認識が重要になってきます。そのくるために、ＬＯＭ内褒章などを通じて、メンバーのモチベーションを高めＬＯＭ事業の魅力を伝え、高い出席率が誇れるの向上を図り組織が一体となるような生まれる活動をしていきます。さらに、５年後、１０年後の組織をより磐石なものにするために、経験豊富なご卒業されるメンバーとのコミュニケーションによって双方の、強いつながりが構築できる「卒業例会」を企画・実施していきます。また、公益性で重要なコンプライアンスとガバナンスをしっかりと持ちあわせた事業が行われるために、事業予算の審査をより厳格かつわかりやすい明確ものにしていきます。そして、これらのこと諸会議や事業が組織を運営する上で円滑に行えるようにするために、しっかりとした庶務活動を行っていきます。

　こうして、高い志を持つメンバーの多くが集う環境を整備し、新たに生まれ変わる公益社団法人　山形青年会議所の公益性が高い事業展開を底辺で支え、市民に対して誇りある強固な結束を持つ組織を確立することで「未来に向けて説得力団結力ある」やまがたを創造します。
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【室長意見】
本年、山形青年会議所は公益社団法人として新たなスタートを切りました。メンバー一人ひとりが公益性を理解しＪＣ活動に邁進することでＬＯＭの活性化を目指します。公益性の高い事業予算の審査、例会や総会における出席率向上、またご卒業されるメンバーの経験と想いをしっかりと受け継ぐ「卒業例会」の実施など、ＬＯＭの屋台骨を支える委員会として円滑な組織運営に心がけて参ります。
Ｖｅｒ．１締切日：２０１１年１０月２１日（金）　正午
１０月２４日（月）　第３回役員予定者会議にて協議①

１１月２１日（月）　第４回役員予定者会議にて協議②

１２月　５日（月）　第５回役員予定者会議にて審議
















